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その１ 大潟区の「地域の魅力の向上」 ： １１月アンケートの中間報告 

第 62号 上越市 Web 
活動状況 
へのリンク 

問６．代表的な郷土料理は何を思い浮かべるか 

問７．土産物として買って頂きたい物、贈りたい物 

問８．代表的なイベント、有名なイベントを挙げる 

   としたら 

問９．暮らしていて良かったものやこと 

問 10．現在あるイベント、観光地、施設などにつ 

       いての意見 

問 11．今後新たなイベント、観光地、施設などを 

作るとしたら、どんなものに興味があるか 

問 12．その他どんなことでも自由な意見 

◆回答結果：依頼件数２７０件に対し１７７件

の回答を頂きました（回答率６５．６％）。 

ご協力ありがとうございました。 

◆現在の状況と今後の方向 

① 現在までに数字的な集計を行い、各項目ごと

の比率も明らかになりました。多くのご意見も頂

いたため、その内容を集計・精査しています。 

② AＩの自動分類機能を活用し、回答を内容ご

とに取りまとめ、設問ごとに担当を振り分け、全

体的な取りまとめ作業を行なっています。 

③ 今後は、取りまとめた結果をもとに図表やグ

ラフ等も使って内容をわかりやすく整理して、地

域協議会だよりでの公開を予定しています。 

④ その後、皆様からご意見等を頂き、最終的に

関連付けられる項目にまとめていきます。発信方

法も検討して、方策案を決定していきます。 

◆委員８名で活動中です。 

 大潟の魅力の向上のために、下記の段階を経

ながら理想的な姿の実現を目指しています。 

１．内容の協議：現状、原因などの究明 

２．アンケート実施、集計：課題発掘と関連項目 

  ごとの紐付け （ ← 現在はここです） 

３．発信方法などを検討：方策案決定 

４．発信の実施：集客、来訪を期待 

５．最終段階：事後検証、新たな課題の再検討 

 

◆アンケート調査はインターネット（上越市の

電子申請システム）と回答用紙を用いて次の

対象者に実施しました。 

①潟町３区と上小船津浜に在住の２１５世帯 

②大潟町小学校５年生７１名 

◆アンケートには１２項目の質問があり、選択

形式と自由記入での回答をお願いしました。

以下は大潟区に関する質問項目です。 

問１．観光(場所・建物)で訪れてみたい場所、おす 

   すめの場所 

問２．歴史・文化で興味があり、詳しく知りたいと 

   思っているところ 

問３．出身の偉人・著名人などの業績について知っ 

   ている人 

問４．景観が素敵な場所、自慢できる景色 

問５．自然(動植物など)が豊かな場所、天然記念物 

   になっているようなもの 



◆委員５名で活動中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大潟区の「外出手段の困りごとなど」について、報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→→→→ 次ページにて、少し詳しくご説明します。 

  

その２ まちづくり 「外出手段の困りごとなど」を調査、方向性を検討中 

 

アンケートの結果、300件以上もの声が集まりました。 

「将来の外出手段が不安」 
という声が多く寄せられました。 

その中でも、 

・高齢者の通院や買い物 

・家族の送迎負担 

について心配する意見が目立ちました。 

外出に関するアンケートを実施 

アンケートへのご協力 

ありがとうございました  

アンケート結果を踏まえて、地域協議会では 

大潟区での新たな外出手段のあり方を協議 

 

今、地域協議会で話し合っていること 

行政担当者（交通政策課）を会議に招き、 

⚫ 大潟区で運行できるか 

⚫ 条件や課題は何か 

⚫ 費用や財源はどうなるか 

などを確認し、協議を進めていきます。 

これからの予定 

大潟で安心して暮らしていけるよう、 

これからの方向性を検討中です 



 

 

 

 

 

⚫ 外出に関するアンケートで寄せられた主な声 

→ 車を手放した後の生活が不安 

→ 病院や買い物への移動が心配 

→ 冬場の移動が大変 

→ 子どもの通学や部活動の送迎が負担 

→ 利用者がどれくらいいるのか心配 

→ 費用負担が増えないか不安 

※町内会の隣組長、民生委員・児童委員、小中学生の保護者、いきいきサロンを利用される

高齢者の方から多くのご意見をいただきました。 

※ほかにも、子どもたちの生活や登下校の安全についてなどのご意見をいただきました。 

 

⚫ 現在、検討している新たな交通手段 

・ 予約制の交通サービス 

・ 利用したい人が乗り合いによって移動する仕組み 

・ 決まった路線ではなく、希望した地点までの移動ができる仕組み・・・など 

※【参考】上越市内では、２種類の形態で地域公共交通の運行が行われています。 

  ① 予約型コミュニティバス：安塚区、浦川原区、大島区、牧区、板倉区 

  ② ＮＰО法人による自家用有償旅客運送（中ノ俣地区、三和区、柿崎区、中郷区） 

 

⚫ 現在の段階 

→ 導入はまだ決まっていません 

→ 情報収集・事例調査の段階です。 

→ 行政と条件や財源を確認予定です。 

 

⚫ 今後の進め方 

→ 行政担当者と協議 

→ 実現可能性の確認 

→ 費用や課題の整理 

→ 改めて皆さまへご報告（地域協議会だよりで報告予定） 

 

無理のない形で、将来も安心して暮らせる仕組みを検討していきます。 

その２ まちづくり 「外出手段」について進捗状況の詳細 

 

みんなの生活が 

楽になればいいなぁ。 



 

 

編集後記 

◆任期４年の２年目が終わろうとしている今、２グループに分かれ自主的審議を行っています。 

 私はまちづくりグループで「車が無くても行きたいところに行ける。そんな地域にして行きたい。」 

 と５人で話し合っています。会議以外にも LINE で意見交換、文字で伝えるのは難しい事を痛感。 

◆あと２年で「皆様の為になる施策を提案したい。」と委員全員が奮闘中です。（押見 吉弘） 

 編集委員：押見 吉弘・竹田 未貴・土屋 郁夫・柳澤 嘉孝 

地域協議会の開催状況（令和７年度） 

第 9 回 
令和７年 

12 月 18日 (木) 

① 浜線の利用状況と今後の方向性について 

② 地区まち交流会参加報告について 

③ 大潟区のフォーラム開催について 

④ 大潟区の「地域の魅力の向上」及び「まちづくり」について 

第 10 回 
令和 8年 

 2 月 19 日 (木) 

① 大潟区の「地域の魅力の向上」及び「まちづくり」について 

※ 1 月 22 日(木)に第１０回の開催を予定していたが、大雪により中止。 

 

～お知らせ～ 

◆地域協議会は大潟コミュニティプラザの２階で開催しています。お気軽に傍聴にお越しください。 

◆地域協議会や地域自治についてのご意見などもお寄せください。事務局は大潟区総合事務所の総 

 務・地域振興グループです。 

                                   

                                   会長 土屋郁夫 

 ３月・４月は人事異動などもあり、新たな関係を築いていく時期となります。 

大潟区地域協議会では令和６年５月の第１回地域協議会において、就任後２年が経過する時期に 

必要な事項を見直すことを定めています。 

具体的には「会長・副会長の選任、地域協議会だよりの発行、会議の開催日時」等を見直しして、 

より良い活動を目指してまいります。 

なお、現在は委員１名の辞任により１３名で活動を行っています。 

 地域協議会委員は非常勤特別職の公務員であり、行政や地域に関する次のような関連事項を 

念頭において活動していることをお伝えします。 

・より良い地域自治のしくみづくり：市の「地域自治推進プロジェクト」などへの意見の提出 

・大潟区の団体等との意見交換など：まちづくり大潟、町内会長協議会、その他（随時実施） 

・「かっぱ祭り」実行委員会：副実行委員長、事務局員２名、実行委員２名が就任し、活動中 

地域協議会の 2 年目を終えるにあたってのご報告 


